
卓
越
し
た
第

一
線
の
技
能
彰
し
、
社
会
的
地
位
の
向
上
卜
七
歳
で
入
っ
た
辿
も
今

者
を
笠
え
る
序
生
労
働
省
の
を
図
る
の
が
日
的
。
全
国
で
年
で
四
十
八
年
目
。
こ
れ
ま

”
現
代
の
名
エ
“
に
周
南
か
は
百
五

1
人
、
県
内
か
ら
は
で
手
が
け
た
車
両
は
新
幹
線

ら
F
松
市
束
海
岸
通
り
、
山
膝
片
さ
ん
ら
四
人
が
受
賞
し
や
在
来
線
、
私
鉄
、
モ
ノ
レ

下
工
業
所
（
山
下
咆
登
社
た
が
、
四
人
の
同
時
受
賞
は
ー
ル
な
ど
一＝
百
四
十
両
で

長
）
の
前
第

-

f

工
場
長
、
膝
初
め
て
。
県
内
か
ら
の
受
賞
「
五
年
や
十
年
で
は
満
足
に

井
洋
征
さ
ん

(65)11光
市
者
は
こ
れ
で
計
四
十
八
人
に
で
き
な
い
仕
事
。
誰
も
や
ら

上
馬
田
11が
選
ば
れ
た
。
板
な
っ
た
。

な
い
し
、
や
れ
な
い
仕
事
だ

金
工
と
し
て
新
幹
線
の
先
頭
籐
Jrさ
ん
は
山
口
市
小
鯖
と
も
思
っ
た
」
と
い
う
。
図

な
ど
鉄
道
中
両
の
複
雑
な
曲
出
身
。
同
社
の
前
第

一
工
場
面
通
り
に
で
き
ず
行
き
詰
ま

面
の
打
ち
出
し
や
半
導
体
製
長
で
現
代
の
名
エ
の
国
村
さ
っ
た
こ
と
も

一
度
や
二
度
で

造
装
置
の
製
作
に
発
押
し
て
ん
と
は
同
郷
の
同
級
生
で
、
は
な
か
っ
た
と
い
う
が
「
続

い
る
パ
ン
マ
ー
に
よ
る
打
小
、
中
学
校
も
山
口
職
業
訓
け
ら
れ
た
の
は
山
下
社
長
に

ち
出
し
板
金
技
術
“
が
評
価
練
校
板
金
科
も

一
緒
。
山
下
”
や
れ
る
だ
け
や
っ
、て
み

さ
れ
た
も
の
で
、
同
社
か
ら
工
業
所
に
も

一
九
六
三
年
て
、
だ
め
で
も
気
に
す
る

は

一
咋
年
の
国
村
次
郎
さ
ん

(s38)
に
同
時
に
入
り
、
な
“
と
励
ま
さ
れ
た
お
陰
゜

(65)
に
続
い
て
二
人
日
。

現
相
談
役
の
創
業
者
の
山
下
満
足
す
る
も
の
が
で
き
る
白

表
彰
式
は
十
日
、
東
京
・
明
清
登
社
長

(76)
や
国
村
さ
信
は
三
十
歳
前
後
に
つ
い

治
記
念
館
で
開
か
れ
た
。

ん
と
ひ
た
す
ら
ハ
ン
マ
ー
を
た
」
と
振
り
返
る
。

現
代
の
名

t
は
最
絲
水
準
振
っ
て
板
金
を
複
雑
な
曲
面
ハ
ン
マ
ー
は
常
に
五
種
類

の
技
能
を
持
つ
労
働
者
を
表
に
加
工
す
る
打
ち
出
し
板
金
用
意
し
、
素
材
に
合
う
よ
う

1
技
術
を
開
発
し
、
新
幹
線
車
に
先
を
削
り
、
打
ち
所
や
求

舅
可

．
9

i

r

4

両
の
先
頭
部
分
の
製
造
を
可
め
る
角
度
で
巧
み
に
使
い
分

i
こ

能
に
し
た
。

け
る
。後
進
に
は
「
ま
ず
や
っ

二
0
0
0年
(H12)
に
計
て
み
て
、
わ
か
ら
な
か
っ
た

ヽ

こ
”-〗
宣
〗
□〗
〗

ーハ
〗
5
`
〗
冒
冒
〗
；

． 
＼F[業所か

2 
下

術・新幹
部から楽器
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